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要　約

　ラ ベ ル ワ
ー

ク を活用 した老年看護学実習に お ける学び の 内容を分析 し，実習 冂標 に照 ら した実習評 価を行 い ，

実習指導の あ り方 を検討 し た．結果，実習 冖標はほぼ達成 され て い た．特に ，看護過程 に関す る学習や ，高齢 者

観 ・看護観 に つ い て の 学習は深め られ て い た．一
方，社 会 的側面 に つ い て の 理解 や ソ

ー
シ ャ ル サ ポ ー

トシ ス テ ム

の 学習は不足 して お り，カ ン フ ァ レ ン ス や 学習の 機会を捉 えた タ イム リ
ー

な学習強化 の 必 要性 が示 唆された．ま

た
， 老年看護学実習 目標 に該当し な い 学び や ，基礎看護学実習 1 ・H ，成 人看護学実習 1 の 目標に 該当す る 学び

も見られた．

キ
ー

ワード　ラ ベ ル ワ
ー

ク，老年看護学実習，実習 目標，実 習評価

は じめ に

　近年の 類を見な い 速度で の少子高齢化，核家族化な

ど に よ り，
1997年 の カ リ キ ュ ラ ム 改正 で

， 老人 看護学

が 老年看護学と名称が 変わ り，4単位の 老年看護学実

習 として臨地実習 にお い て も従来の成入 ・老人看護学

実習か ら独立 して実施する こ とに な っ た．高齢者と共

に生活を し，接する機会が 少ない 看護学生 が増 えて い

る中で，学生が 1対 1の 患者 との かかわ り，切磋 琢磨 し

なが ら自己の 老年観や 看護観を深め ら れ る よ うな，臨

地実習 の 意義は極め て 重要で あ る．

　K短期大学の老年看護学実習で は，「高齢者の加齢に

伴う身体 ・精神的変化，置か れ て い る杜会環境を理解

し，健康 レベ ル に 応 じた看護活動 を行う．高齢者へ の

看護活動を客観視 し，自己の 高齢者観や看護観を深め

る」を円的に，医療機関 ・ケ ア施設 （介護老人保健施

設 ・指定介護療養型施設）で 4単位の 実習を実施して

い る．実習を終え て 学生は，「高齢者に対す る印象が

か わ っ た」「同じ年齢で あ っ て も，個人 に よっ て 違 う」

など，レ ポ
ー

トに学びを記述 して い る．また，ラ ベ ル

ワ
ー

ク を活用 し，グル
ー

プ討議す る こ とで学びを深め

させ て い る ．しか しなが ら，実習 目的 ・目標 に 照 ら し

合わせた実習評価はなされ て い ない の が現状 で あ る．

　そ こ で本研究は，老年看護学実習に よ る学び の 内容

を分析 し，実 習 目標 に 照 ら した実 習評価 を行 うと共

に ，臨地実習 の 指導の あ り方を検討 した．

研 究 目的

　ラ ベ ル ワ
ー

クを活用 した老年看護学実習 に お け る学

生 の 学びを分析 し，実習 目標 に照 ら した 実習評価 を行

い ，老年看護学実習方法に対する示唆 を得る こ とを目

的 とする．

実習概要

1．老 年看護 学実習 の 目的 ・目標 （表1）

2．実習方法

　看護学科 3年生 は
，

1グ ル ープ 4名〜5名編成の 18グ ル

ープ に分 か れ，臨地実習 20単位 を学習する，

　老年看護i学実習 4単位 の 実習時間 は ，4週間 （180時

間）内老年看護学実習 1 は 1週間 （45時間）で あ り，

地域で生活す る高齢者を対象 として，老人福祉 セ ン タ

ー ・デ ィ サ ービス セ ン ターで実習を行う．老年看護学

実習 H は 3週問 （135時間）で あり，介護老人保健施設

（7 グ ル
ープ）， 指定介護療養型 医療施設 （9グ ル

ー
プ），

病院 （2グ ル ープ）の 3施設に分か れ 1名以 ヒの 入所者

ま た は患者を受け持 ち実習する ．

研 究方法

1．対 象

　K 短期 大学看護学科3年生 で 老年看護学実習 を終 ゴ
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表1 老年看護 学実習 目的 ・目標

＜ 目的 ＞

1．高齢 哲の 加齢 に 伴 う身休 ・精神 的変化，置 かれて い る 仕会環境 を理解 し，健康

　 レ ベ ル に応．じた看護活動 を行 う．
2．高齢者 へ の 看謹酒動 を客観視 し，自己 の 咼齢著観 や看 護襯 を深め る ，

＜ ［慓 ＞

1．高齢者の 身体的．精神的．社会的惻面の 特徴 とラ イ フ ステ
ー

ジ が埋 堺 で きる ．
Cll加齢に 伴う心身の 変化、社会的特徴が理解で きる ．
〔2｝高齢者の 生活史や 未来 に 目 を向け，成熟 と衰退，成艮の 視点か ら，総 合的 な刔

　 象 の 促え 方が で きる．

2．高齢者の もつ 健康障害 と／t活障害が 埋 解 で きる ．
卿 高齢者の 疾病の 特徴 を踏 まえ，健康 の段階 を判断 で きる ．
L2｝介護認 定度 ．痴 呆度，　ADL ．工ADL な どか ら ，ノ1活 トの 障害を埋 解 5 る こ とが

　 で きる ．
〔3功 II齢、健康障害，仕 会 ・環境 要因が 生活 に 及 ぼ す影響 を理解弓る こ とが で きる ．
C41高齢者 の 事故

・＿次障害が理解で きる．

3．老人傴祉 セ ン タ
ー・

デ ィサ
ービ ス の 活動 を通 して ，地域il会で 9 活す る 高齢者

　 へ の 援助が理解で きる，
〔1）老人福祉セ ン タ

ーの 活動 に参加 し，機能 に つ い て 埋解す る こ とが で きる ．
C2．1 地域で 牛活する 高齢 省をと F）ま く環境が理 解で きる ，
〔3：高齢者デ ィサ

ービスの 活動 に参加 し．活動 の 目 的 ・
サ
ービス の 活用 法 を埋 澣づ

　 る こ とがで きる．
〔41／ 望 芝援 ・

叟 介護高齢著 とそ の 冢 族への 働 きか けが わか る ．
ぼ．高齢者への 擴 し方 を理解 し，高齢者 の 自尊心 を尊重 したかかわ ｝1ヵカ｛で きる ．

4，高齢者 の 健康聞 題，生活上 の 問題 を解決 する た め の 看 護過 程が 展開 で きる ．
臼：．ゴードン の 　機能的健康 パ タ

ーン ーa）11項 凵の枠 粗み に沿って ，ア セ ス S ン ト

　 がで きる ．
．：2）看護計画が† 案で きる．
C3）立案 した盾護計画 に沿 って 盾護活動 を実施 し，評 価，修 正で きる ．

5．咼 齢者 の 健 1隶生活 を支 えて い る 家族や ソ ・．シ ャ ル サ ボートシス テ ム の 現 状 を知

　 り，保健 医療福祉専 門職 の 一員と して の 役割 を埋堺
ヒ
司る、

．ID 保健医療福祉専 門職 の 役割か理解 で き，連携 の あ り乃を考える こ とがで きる ，
・
／2）家族 ・反 人な ビ高齢者 を取 り巻 く人 々 の 果 た す役 割が理 解で きる ．
〔3）看護職 の 役割が埋解で きる．
〔4）病院，老人保健施設 ，デ ィサ

ービス ，老人福右1セ ン タ
ー

の 機能 ・役割が 理 解で

き，施設一通所一訪問 の も つ 意味 を考 える こ とがで きる，

6．高齢者 の 看護活動 を通 し ぐ，学 tl 自身 の 高齢 者観や 看護観 を深める ．
L冂 高齢占 の 疾 炳 の 多様 なあ 1’）方，個別 なあ り力に 吋する 看護を考える ．
〔2：1 高齢者 の QOLが 維1

・．1・向」．するため の 看護 に つ い て 考える．
／3〕ヰ活の 場の 違 い に よる老年看 護の特徴 や継 続E 護に つ い て 考える ．
〔4：1 看護職者 ヒして 自己 の 姿勢や 態度に つ い て考察 し，臼己の 看護観に つ い て 考fiる ．

した 18グル ープ 80名中 ， 本研究 の 同意 の 得られ た 15グ

ル
ープ63名．

2．期間

　平成 16年4月 19凵〜11月 19日．

3．分析方法

　4週 間 の 実習期間 中 ， 凵々 の 実習 終了時 と各週終了

時に 「老年看護学実習 を通 して学ん だ こ と，感 じた こ

と
， 反省」を テ

ーマ に各個 人 で ラ ベ ル へ 学 び を記述す

る．実習終了後，各週終 ∫時に記入 した ラ ベ ル を用 い

て
，

グ ル ープ ご とにラベ ル ワ
ーク を実施す る ．ラベ ル

ワ
ーク に関 して は，林の ラベ ル ワ

ー
ク技法

1／

を用 い た．

小皿 に記載され た 看板 を意味内容の 同質性，異質性に

従い カ テ ゴ リ化 した ．カ テ ゴ リ化 した もの を 実習 目標

と照合 し学び の 内容を整理 ，分類 した ．

　デ ーター
の 信頼性確保 の た め に

， 分析 は 共 同研 究者

と共に 行い
， 検討を重ねた ．

倫理的配慮

　学生 に本研究の 主旨を口頭 で 説明 し， 研究協力
・非

協力は評価に関係な い こ と，秘密保持を説明 し，同意

を得た ．
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結 　果

　 15グ ル ープ63名の ラ ベ ル 枚数は 248枚で ，小皿 と し

て記載され た看板は 161個で あ っ た．＃：の 内，意味不

明な看板6個を除外 し，155個 の 小皿看板を分析 し，実

習目標に照合 して 整理 ，分類 した （表2）．

　実習目標 1に 関する ラ ベ ル の 記述は （以下 ラ ベ ル と

する ） は 13枚で ，全体の 8．5Cl。 で あ っ た ．カ テ ゴ リ は
，

「高齢者の 身体的 ・精神的特徴に つ い て の学び」「高齢

者の イ メ ージ の変化」「加齢に伴 う変化 ・症状は変化

しや すい 」「発達課題 をふ まえた もの」等の 7項日に分

類された．そ の うち特徴的な もの は，身体的特徴 と し

て 「適応能力の低下 して い る 高齢者の 援助をす る 上 で

牛活 の リ ズ ム に つ い で 1青報収集する大切 さを学ん だ」

と考え て い る こ とや ，実際に高齢者と接する こ とで ，

「高齢者で も私たち以上 に 元気な方や とて も健康に気

を使 っ て い る と感 じ，悲観的な イメ
ー

ジか ら明る い イ

メ
ー

ジ に変わ っ た」 とい う記載が み られた．

　実習 目標2に 関す る ラ ベ ル は 17枚で 全体の 11．0％ で あ

っ た．カ テ ゴ リ は，「残存機能活用に よ る セ ル フ ケ ア

の 向 卜」「観察 ・見守る こ とで ，転倒 ・転落を予防す

る」」「障害 とうま く付 き合っ て い け る ような援助 を」

等 の 7項日で あ っ た．残存機能活用に つ い て は，「利用

者の 残存機能 を活か した援助 は声か けや 見守 りか ら始

まる こ とを学ん だ」 とい う記載が み られた．

　実習目標3に 関す る ラ ベ ル は 17枚で 全体の H ．0％ で あ

っ た．カ テ ゴ リ は，「長寿セ ン タ
ー

の役割」「自尊心の

尊重 の 重要性」「地域全体で の 攴え合い 」等4項目 で あ

っ た．そ の うち，老人福祉セ ン タ
ー ・長寿セ ン ターの

役割に つ い て ，「利用者の 活力 の 元，健康の保持 ・増

進 ・QOL （生活の質）の 向上へ とつ なが っ て い る」の

記載等や ，自尊心に つ い て 特徴的な もの は ，「高齢者

は 自分た ち の知 らな い 時代 を生 きて きた大先輩で あ

る 」等の 記載が み られ た．

　実習目標4 に関する ラ ベ ル は 33枚で 全体の 2L4 ％ で

あ り，こ れ は2番日に 多か っ た．カ テ ゴ リ は 「看護i過

程 に お ける情報収集 ・ア セ ス メ ン ト ・評価 ・修正 の 重

要性」「情報収集 ・ア セ ス メ ン トを して その 人 に あ っ

た個別性 を考慮 し た看護」「リ ハ ビ リテ ーシ ョ ン を継

続す る こ とで ，入所者 の 自信 に つ なが る」等の 10項目

で あ っ た．そ の うち看護過程 の 情報収集に つ い て は，

「高齢者に は身体的 ・精神的 ・社会的な特徴がた くさ

ん あり，特徴 をふ まえた ア セ ス メ ン トが 必要」などの

記載が み ら れ た ．

　実習目標5に 関する ラ ベ ル は7枚で 全体の 4．6％ で あ
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表 2−1　老 年 看 護 学実 習 の 実 習 目標 に照合 した学 びの 分類

ラ ベ ル 数 小 1［［L カ テ ゴ
．
ワ
ー

個 数 行篳川 標 No 冖標 NO

1 高齢者 の 特微　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一．一
2 高齢者 の特微

3 高齢者 の特徴 を考 えて 高「膾省 の 身休 的
・
精 神的

・
特徴 に つ い て の 学 び 5 1 ）

4 健康 な高齢者の 特徴　精神 的特徴　　　　．一．　　　　　　　　　　．一．
身体的 特徴　　　．一．．．　 5．一一

　 6 高齢者の イ．メ 』』ジの 変化

7　　 本来 の 高齢者 の 姿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．．．．．．一．．

　 　　　 　　 　　 高齢者の イ ．メ・．．一ジの 変 化

．一一

i

　 　 3 1 ：：1
　
．
［

3、5％ ：：
8　　　 高齢者の イ ．メージの 変侘　　　．一．．．．

　 lo 生活習慣の 把握 ！患者 に合 わせ る， 生 活習
．
畏を把握 し患者 にあ わせ る 1 2 ：1

11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．　　　　　　　1
高齢者パ ワ

ー
　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 高齢者 パ ワ

ー
のすば ら し さ　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．． 1 1：：1

12 加齢に 伴 う変化　　 症状は 変化 しやす い 肱齢 に伴 う変化 ・症状 は変化 Lや す い
．
1

13 老年期 にお け る個人 差 老年期 にお ける個 人差

　 1：：1

．．一．．．．L上．．一．．．
　 2 冫14

　　　　　　　　　　　　　．一．．
発達課題

　　　　　　　　　　　　　．．．一．．．．一
発 達 課 題 を踏 まえ たか か わ り

膣

1

15 自立を促 す援助　　．．．．　　　　　　　　．．．．．．
一」壺．．．．． 残存機能をい かす　　．．

看護 の 依存は残 存機能 の 低 卜

．
7田
81
　　　
1 残 存機能維持の た め の 声か け の ⊥ 丸

残存機 能譜用に よ る セ ル フ ケア 能力 の 向上 6　　 　　 2 ：1

　　　219　 　　 ADL
．．．
　　一．．

．

2〔〕 残 存機能活用に よる セ ル フ ケア 能力の 向 ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　．．．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一．
2 ⊥ 目を 離 さな い こ とは事 故防止　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．． ．
22

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．．．．．一．
転倒 ・

転落予 防　　　　　　　　　　　．．一．．　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．． 観察 ・見守 るこ とで 、転倒 ・転落を予防す る

23 見守 り観 察の里 妛性

3

2

4 ：：1

2 ｝

　 2UI
．エ1％ ：1

24　−．
　　　　　　　　　　　　．．．．
痴 呆 の 看 護 の 必 1炭：性

　　　　　　　　　　　　　　　　　．一
痴i呆高齢省 の 看護援助 の 必 1投1性　　　一．．．．．．

痴 呆高齢 者への援助25　．．．．
26 疾病 に対 する援助

∫漉
　 28

疾病 の 変化 に合 わせて

　　　　　　　　　　．．．．．．
疾病 に よ る状態変 化に 合わ せ た 看護援助 の 必要性
　　　．．一．一．．．．．

2 1 ｝

．入 院に よ る 影響

　　　　　　　．一一
入院 によ る身体 的 ・精神 的影響

29 ．入 院 ・疾病 か ら くる不 安 に よ る 意欲減退　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．一．．．．．
2 3 〕

3〔〕 患者様 を取 り巻 く環境

．一．．
　　 　　 　　 　　 　患者 を取 り巻 く環境 の把握 1　　　 ． 3）

31 障害と うまく付 き含って い け る よ うな援助 を 障害 と うま く付
．
き合って い ける よ うな援勘 を 1D2 ：｝3：3

32 艮寿 セ ン ターの 役割　　　　　　　　　　．．．．
33 長寿セ ン ダ ．．．の 役割 〔憩 い の 揚）　　　．．．一．．．．
34 デ イサ

ー
ビ スの 役 割　　　　　　　．一．　　　　　　　　　　　．一一．．．．

35 施設の 役割　　　．一．　　　　　　　．．．．
36 デ イサ・．ビ ス と福祉．ヒ ン ターの 違 い　．．一．．．．．

長 寿セ ン タ
ー

の 役劃 s1 ：：13MII

老 人描祉セ ン タ
ー

とデ イサ
ー

ビ スの 役割　 　 37．．． 一一．．．
　 　 38 施設の 役割

！
39 健康な高齢者や生活の 場デ イサ

ー
ビ ス セ ン タ

ー、老 人幅祉 セ ン ダ
・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

3

4〔〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一．．
尊重

41

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一一　．．i
尊重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

4z
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．．一一．．　 　 ．．一．．．一」
草重する こ との 重要性
　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 一．．．．．一一■

43

　　　　　　　　　　　　　　　　．．一．
自尊心の 尊坐　　　　　　　　　　　　　　　　　一一．．．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　 ド
臚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　 　　 I
臼尊心 の 蘇帚 の 市要性　　　　　　　　　　　　　　　7　　

1
　　 6 〕　　 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

判 個別の 尊璽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
i

　　　　　　．．．
45 個人 の 尊重

　 46．．．−
　 47

　　　　　一．．．．．
尊重　一．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．一．．．．
地域全体で の ．攴え合 い 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　 地 域 全 休で の ．攴 え合い 　　　　　　　　　　　　　　1　　　　 2 ：：1

48
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．．一．．．．．．．　 　 　　 　　 　 　　 　　 ．．　 一．．．．．一 ．
利川者】lr亅

．．1：の 鬨わ 1，合 い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　 利III者同．［二の 関わ り合 い 　　　　　　　　　　　．　　 1　　　　　 な し

　 49−．．．．． 情報収果の 大
．
切 さ

50 情報収集の ⊥ 夫

5L 清報の 重要性 1

52

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．．」
振 り返 りを翌 日の ケア に活か す ！　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
田一．
　

．．．．旧一一
■53 情報LI乂集

・
ア セ ス メ ン ト

54 特徴 をふ まえた ア セ ス ．メ ン トをす る　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．一．
．．一．．．

　　　　　 看護世程における情 報収集 ・
ア セ ス メ ン ト・評仙1・修 1ト：の 市要11：km

　　 　…
　　 　11

：：12 ）3）

55

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．．
ケ アの 計価

・
修止

56 ア セ ス メ ン トの 重 妛性

57

　　　　　　　　　　　　　　　一一．．．．
看護過程 の 流れ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　．．．．

』婁 患者 の 全 休像 の 把握 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 1

．．59
．．
三

61〕

　　　一．．．一．．一．
個別性

．．．．．．　　　　　　　　　　．．．．一一．

個別性を重視　　　　　．．．
個別性の ある 看護援助 を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 …．一．6

罫．．
　 　 62．一．． 個別性 と日尊心 を考慮す る

63　　 …高齢者 の 個別性
情報収集・アセ スメン

．
トをしてそ の 人 にあ 球 ：個別 性を考 慮した ．看護 s 3 ）

64　 目固別
．1生の 看護

65　　
i　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

一一
　
．．．．．．．．i

老年期の fl彦1別 性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．．．

　 4

〔21．．4％〕

66 看謹の 個別性

67 看護は 根拠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．
68 根拠の 大切 さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．．．．．．一．．．．
「

69
　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．．．．．
凵的 ・根拠の 大切 さ ．　　　　　　　 看護 を実施する に は根拠が大切 であ る 5 ］⊃

70
　　　　　　　　　　　　．．
看護は 根拠　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

．
　　　　．．．一．一　　　　　　　　．．．．
根拠を持つ　．．一！1

　 　 72．一．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一．．．．．．．一．．．．
自信 をつ けて リハ ビ リを

．．．．．ヱミ リハビ リテ
ー

シ ョンの 縱続　　　　　　　　　　　　　　　　　 リハビ リナ
ー

シ ョン を継統する こ とで 、人所軒の 日信につなガ る 3 2 ｝．一．．
リ ハ ビリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．
．．．．7タ．．．
　 　 75 思者様に含った ケア の 工犬

．．一．．　　　　．一．．一一．

76 援助の ⊥ 夫
慮者様に あ った ケ アの

．
1決 2 3 ：；

77 体力と休息　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　体力 と体 巳への 配慮

．．一．　　　　　　．一．．．
　　　i ］ 11

78
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一一．．
家族側の 負担

．
　　　　　　　　　　　　 家族の 負担 への 配 慮 1 】：3

79

　　　　　　　　　　　　　　　．．．．．
心理 ll1「の 配慮 心埋面 を配慮 ！．．．た援助 ］ 1｝

8〔1
　　　　　　　　　　　　　　　　　．一．．
状 況に 応 じた援助 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状況 に応 じた援助　　　　　　　．一． ］

露1． 利川者の 苦痛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利∫
．
1
．
［者の 昔痛は ス トレ

．
ス 増力IIの 原 因 1

．1…

89
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表2−2　老 年看護 学実習の 実 習 目標 に照 合 した学 び の 分 類 （続 き）

ラベ ル数 小川L カ ナ ゴ リ
ー 個数 行動凵襟 NO 凵標 NO

82 協力
τ

ナ
・．

ム医 療 情 報を共有 し、い ろ い ろな職種 の 人が協力 しチ
ー

ム 医療 を行 ラ て い る ： 1

s3
　　　　　　　．一　　　．一．．．．．．
病棟 の侍徴　　　　　　　　　　　．．一 3 　　 ： 1〕

s4 情報 の 共 存化
他職種 と の 辿携 か らみ た痼 棟の特徴 ．

85

　　　　　　　　　　　　　　　　．．．
存宅への 移行

・社会資源の 活用　　　　　　　　　　　　一．．．．．．．．一 祉会資源 の 活 用 の 必 要性 2 な し

　 5

〔4．6％）
86 社 会資源 の 利用方法

87

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．．
施設 と病 院の違 い

　．． 　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．．
施設 と病 院の 凵常生活 の 違 い に つ い て の 学び 　 　 1−．．． 4 ：｝

器 ひ まわ 1，で の看 護師の 役割

　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．
施設 にお ける看 護師 の 役 割 1 　 　 3：｝　 i．．广一．．

　 　 89．．．．一． 学 習の大 切さ

．一一．一．田
コ

．一．

90　　　，普段 の行 動
i

911 〔澗 は
・
見に しか ず　　．一一．．广．．．．．．一． 学 習．者 の 姿勢 5 4 ）．

92 自分の学 びに もなる．．一．　一．．．
93 臼主性

94
　　　　　　．．．．．
余暇活動 の 大切 さ　　　　　　　　　　．．．．

．．．．．

95 余 暇の過 ご し方　　　　　　　　　　　　　　一．．．．．
96 余 暇 高齢 者 の 余 暇 の 過 ご し方 を知 り、そ の 意義 と大切 さの 学 び 5 2 〕

97 健 康高齢 者の 余暇の 意味 ．．．．．．．一．一一．一．
9呂 気 分 転換

99 患 者様 の 立 場 に立 って 考 える

一．．．．．．一
　．．．．．．．一．一

．一．」．．．

　 ］00．一． 患 者主体の 看護活動 を
患．匕．の 立場 に 立って 考え．看護 を実施 4 肩

　 101．一．．．．．． 患 者様の 身に なる i
’

LO2 患者様 の 身に なる　　一十．
LO3

　　　．．一．一．一．．．．．
看護の 基 本は 看護の 統

．．
と継続看護　　　　　　　　　．．一．

．一．．

且ぴ4
　　　　　．一．．
継続看護　　　　　　　　　　　　　．．．一． 凵々 看護の 継続 と退院 に向けて の 継続看護の 大切 さ 3 3 ）

105
　　　　　　　　　．一．．．．．．．
退院後 の 生活 の ため に

6

1〔16

　　　　　　　．一．．．．一．
無理せ

．
ず 徐々 にス テ ッ プ ア ツ プ

　　　　．一．．一．
（22．7％：1

1〔17 患者様の べ 一ス に合 わせ る 忌者の ペ ース に合 わせ る こ とが 大切 3 L）

1〔ls
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
患者 の ベ

ー
ス に合 わせ

　一．．．．．

Kl9
一

緒 に楽 し む

．．． ．一．．
．．．． ．

革置｝こ禁し み なカ
ぎ
ら、　患：者に も楽 しメジぐも　ら　う

一．
2i 　 4 ）

HO 楽しん で もら う

　］百一 意欲 を引 き出 す

　一一．一．
　　　　　 意欲 向 Lの ため の 援助 2

　　．．．．．．．
2 ：1

112 意欲向上 の た め の援勘．．．ヒ．．
　 ll3 女性は女性、男性は男性　　　　　．．．．一．

　　　．．．．．一．
高齢者 に なって も男性 は男性 ，女

．
「生は 女性 で ある 2 1）

L且4
　　　　．．
高齢者 になって も男性 は男 性　女 性は 女性

凵 5

　　　　　　　　　　　．．一．　　　　　　　一．
看護の 楽 L さ

　　　　　　　　　一　　　　　．．．．．
看護の 楽 しき の実感　　　　　　　　　　　　　　一一． ］ 4 ）

凵 6
　　　　　　　　　　　　　．．一．．．．．．．
目的 を持 った 行動 目的を持 った行動　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．　 　 1． 4 ）

lI7 旨対象 に あ．った看護

．．．一． 　　　　　　　　　　　　　　一．
対
．
象にあ つた看護 1 ．．L）．一　　　一

118 気持 ちは伝 わ る 患者様に気持 ちは伝 わる 工．一．
淵119 こ れ．二 そ看謹 の基 ：乍

．一．
患者様 の こ とを 1番に 考える こ とが看謹 の 基本 1 4 ）　　　．‘

120 目標 をも っ こ とは意欲 を高める ！ 凵標 をもつ こ と は 意欲 を 高め る　　．．一． 1 211一．−
　 LZ1

．「．一．
…患者様 の 背景

．．．
　　 患者様 の背景 の多様性　　　　　　　　．．． 1 1）

L22

　　一．．一一．
QOLへの 鑑助

　　　．
QOL 貸の擾助 の 1巧1捉：性 ．　一． 1 ど）

［23
　　　　　　　　　　　．．一．．
共 に行 う援助 の 重要

1性

　　　　　．．．．
患者 ととも1．：行 う援助 の 重！契1性　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一． 1 ど）

124 コ ミ ュニケ
．一

拍 ン　　　　 ∫．
．一．

［25

　　　　　　　　　　．一．．．
コミ譯ニケ

ー
シ ョ ン

・
情報 収集

126
　　　　　　　　　　　　　　　．一．．．．
看護 に お い て の コ ミ 誰ニ ケ

ーシ ≒ ン の 重要性

．．．．一．．
．．．一．．一 …

i

127 …患者 に 合 ・1：旨た コ ミ ェニ ケ
ー

シ 百ン 方法

一．
．」 1

12 鼠 コミ」7．ニケ
ー

シ 」 ン技術 …
129 コミニ，．ニケ．．．一シ 」ン の カ．．．一． i 1

．．．一．．
　 130 声か け撻助　　　　　　　　．一．

B1
　　　　．．
コ ミ ニ，．ムケ

・．．
シ ヨ ン

コミζ尸．ニケ
ー

シ コ ン技術 に つ い て 16 基礎 
．

132
．．
声か けをす る

・声 かけ、ス キ ン シ
．
ノブ、ボラ

．な
ラ ン ゲージ、手法などに つ い て の 学び

133
　　．．一．．．．．
コ ミュニ ケーショ ン 能力 の 把握 砧 の 仕方を工 夫する・情緒 1自「に酉己慮　　　　　　　　　　　　　　　　．一一．．

134

　　　　　　　　　　．一．．
声か け ・：1 ミ ュ ニケ

ー．・
シ ョ ン

135 コ ミ ュ ニ ラ
．一

シ ニョ ン寸
ヒ段

．．一
！

B6 非 言語 的 コ ミュニ ケ
ー

シ ョン
． 一． ．．一．

　　广．一．．．．．．．
137 コ ミュニ ケ

ー
シ 2 ン接 し方 　　　．．．．．．． ．．一

B 呂 話題 の 選 択 患
．
者様 の個性

139 愚者様 の年齢

一
！　　　　　　　　　　　　　　　．

該当無．一．
　 且4D 総 合的 な援助 が重旻 で ある i、　　．．．．．一．．一

　　　一．．．一．一．
　　 　　 　　 捻合的理解 と援助の 重要悟1

　　　．
2

　一
基礎 

似〕．8％ ：｝．．一．
且4L 患者様の 総含的理解

142
　　．．一．．．
施設で の 生活 の 様子　　　　　　　　　　　　　．．．．

　　　　　　　　　　　．一．．　　　　　　　．
高齢者の 入院 ・入所生 活 を把握す る 2 基礎：P

143

　　　　　　　　　一．．一．
高齢者の 入院生 活

144
　　　　　　　　　　　　　　　　　．一．
理 解．力に合わ．巨．た十除導を

．．． 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　．．一．．．
埋解力に 合わ 迂七た」旨導 の 大

．
切さ 2 な し

145
　　　　　　　　　　　　　　　．．．．．
ヨ皆導　　柑 f の 理解度 に合わ・t土．る

146 観察

　　．．一．．．．
表
．1青や 様了

．を観察す
．
る こ との 大切 さ 1 　 基硫 ．．一．一

147 報 告

．．．一．．． ．．．．
　　 　 報告時の 留意点一． 且 ：毎礎 

1認 レ ク リ ．二．．シ ョン の
’
ゴ
．える影響

．一．．．
　 　　 　 レ クリ．＝．

シ ョ ン の づ．える影響　　　　　一．． 1 な し．一．．
　 149

一．．
納得 の い く説 1月をす る こ とは 難 しい 納得 の い く説 1リ」をす る こ と は難 し い　　　　　　　．．．．一 1 な し

150

　　　　　　．一．
タ
・

ミナ ル期 の看護 タ
ー

ミナ ル期 の看護 の大切 さ 〔苦痛の 綴和 、声 かけ、ダ ッ チ ン グ｝　　　　　　　　　　一．．．． 1 嘆人（1）　一一
151

　　　　　．一．一．．
予後 に対す る孤独 ・不安 予後 に対す る孤独 ・不安　　　　　　　　　．一 1 成 人 

152
　　　　　　　　．．．．．．　　　　　一
囘想療法 の 帚 要性 同想療法 の帚 要性　　　　　　　　　　一．．． 1 な し

153

　　　　　　　　　　　一．．．．．．．．．．．．．．
感染防止 感染防止 の 大切 さ　　　　　　　　　　　　　　．一．．一．． 1 基礎 

154
　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．
健康教育 患者教育 の 大切 さ 1 な し

155 利用者 の ニ
ー

ド

．．．．．．一．．一．
利用 者二一ドの埋 解 且 基礎 

桐生．
短期大学紀妾．第 16号．2005

90

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Kiryu Junior College

NII-Electronic Library Service

Kiryu 　 Junior 　 College

り，最 も少 なか っ た ．カ テ ゴ リは ，「情報 を共有 し，

い ろ い ろ な職種 の 人 が協力 しチ ーム 医療 を行 っ て い

る」「他職種と の 連携 か らみ た 病棟 の 特徴」「社会資源

の 活用 の 必要性」 「施 設におけ る 看護師の 役割」等の

5項 目で あ っ た ．そ の うち情報 の 共有化に つ い て は
，

「作 業療法士 ・理学療法士
・介護士な どと情報 を共有

し，患者の ADL （目常生活動作）や疾病に よ る影響 を

考え看護が行われ て い る」 とい う記載が み られ た．施

設に お ける看護 師 の 役割 で は
， 「毎 日医師 の 診察が 行

われ て い ない た め 入所者の 日々 の 観察 を行 い ，状態を

把握す る こ とが必要 で あ る」 とい う記載が み られ た．

　実習目標6に関す る ラ ベ ル は 35枚で 全体 の 22．7％ で

あ り，最 も多か っ た ．カ テ ゴ リは，「高齢者の 余暇の

過ご し方を知 り，そ の 意識 と 大切 さ の 学び」「患者の

ペ ー
ス に 合わせ る こ と が大切」「 緒 に楽 し み なが ら，

患者に も楽 しん で もらう」 「意欲向 ヒの た め の 援助」

「高齢者 に な っ て も男性は 男性，女性は女性で る」「看

護の 楽 しさの 実感」 「QOL へ の 援助の 必要性」「患者と

ともに 行 う援助 の 重要性」等17項目で あっ た．特徴的

な もの として ，「患者 と の コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン や援助

を通 して ，高齢にな っ て も男性 は 男性 ， 女性は 女性だ

と学 んだ1 な ど の 記載が み られ た ．

　実 習 目標 に 該 当 し な い ラ ベ ル は 32枚 で は 全 体 の

20．8％ で あ っ た ．カ テ ゴ リは ，「コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン

技術 につ い て 」 「総合的理解 と援助の 重要性」「高齢者

の 入院
・
入所生活を把握する」「報告時の 留意点」「レ

ク リエ ーシ ョ ン の 与える影響」「タ ーミナ ル 期看護 の

大切 さ （苦痛 の 緩和 ， 声か け，タ ッ チ ン グ）」「予後に

対す る孤独 ・不安」「感染防止の大切さ」「患者教育の

大切 さ」「利 用者 ニ ードの 理 解」等14項 目 で あ っ た．

そ の うち カ テ ゴ リ 「コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 技術 に つ い

て 」「利用者 ニ ードの 理 解」「高齢者の 入 院 ・入所生活

を把握す る 」「感染防止の 大切 さ」は，基礎看護学実

習 1 の 実習 目標で ある 入 院患者の 生 活の 場 を理解す

る ，患者と コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン が で きる ，患者の 日常

生活 を理解で きる
， 患者の 基本的ニ ードを満たす ため

に必要な 凵常生活の 援助の 実施に該当 した記載で あ っ

た ．カ テ ゴ リ 「表情や様了
・
を観察する こ との 大切 さ」

「報 告時 の 留意点」「総合的理 解と援助 の 重 要性」は基

礎看護学実習 H の実習目標で あ る患者の 全体像 を把握

し
， 日常 生 活援助を計画 ・実施 ・評価 で きる に 該 当し

た記載で あ っ た．また カ テ ゴ リ 「タ
ー

ミナ ル 期看護 の

大切 さ　（苦痛の緩和，声かけ，タ ッ チ ン グ）」「予後に

対する孤独 ・
不安」は成人看護学実習 1の 実習 冖標 で

ある 「終末期 にある対象を理解 し，看護の 役割 を認識
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で きる」 に該当 した記載 で あ っ た．

考　察

〈 実習目標 1に つ い て 〉

　学生は，老年看護学 実習 を通 し，高齢者 の 持て る力

や 高齢者 に 対する イ メ
ージ を，古城 ら

2丿 の研究と同様

に否定的イ メ
ージ か ら，明 る く活力あ る豊か な経験を

供えた尊敬 され るべ き存在 と して の 肯定的イ メ ージと

変化 し，目標は ほ ぼ 達成 され て い る ．

　しか し，高齢者 の 身体的
・精神的特徴に つ い て は学

びが得 られやす い 反面 ， 社会的側面 につ い て は学生 自

身で とらえ る こ と は困難 で あっ た と考え ら れ る．こ れ

は，老人福祉 セ ン タ
ー ・デ イサ

ービ ス セ ン ター実習に

お い て 高齢 者の 特徴 に つ い て 討議 さ れ る こ とが多い ．

こ の 討議 の 中 で 社 会的特徴 につ い て も話 し合わ れ る

が，学生 の 1週 間の 学 び の 中で の 印象 と し て は弱い こ

とが示唆 され た．

　特に カ テ ゴ リ 「加齢 に伴 う変化
・
症状 は変化 しや す

い 」等にみ られ る よ うに視覚情報 と して とらえや すい

身体的特徴 は学生 に と っ て
， 理解 しやすい が ，杜会的

側面 に つ い て は，高齢者との コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン か ら

意図的 に 情報収集 しそ の 意味をア セ ス メ ン ト し な くて

ならない ．基礎 デ
ータ と し で 隋報収集で きて い て も，

社会的特徴 につ い て 考察 し思考を深め る こ とが 困難で

あ っ た こ とが考え ら れ る ．

　牛活習慣 や発達課題 につ い て は視点が 向けられ て い

るが，未来志 向で の 高齢者に向け る視点は，現在の 状

況 を捉え る こ と に精一．杯 な学生 に とっ て は容易で はな

い こ とが推 測 され る．こ の 点に お い て は，3週間の 受

け持 ち期 間 を 通 し，グ ル
ープ内で の 討議 を重ね る こ と

に よ り学 習す る こ と は 可能で あ り，受け持ち3週 目以

降 は，特に高齢者 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン や 関係性が

改善 され，把握 しやす い 状況に ある と考え られ る．

　今後は
， ケ

ー
ス カ ン フ ァ レ ン ス や テ

ー
マ カ ン フ ァ レ

ン ス を活用 し，社 会的特徴や その意味付け を教員が指

導し，理解 を 深 め る 必要性が あ る こ とが 示唆 され た．

〈 実習 冖標．2に つ い て 〉

　成人看護学実習 に お い て は ，成人期に あ る対象の 健

康の 維持 ， 増進，疾病予防や ，健康 レベ ル に応 じた看

護 を展 開す る能力を養うこ とが 目標 とな っ て い る．そ

れ に対 し老年看護学実習に お い て は，在宅復帰 をめ ざ

し，生 活障害に視点をお くこ とが重 要となる．

　特 に
， 指定介護療養型医療施設 や 介護老 人保健施 設

を実習施設 と し，健康障害よ りも生活障害を看護展開

す る 必要 が あ る 対象 を受け持 つ こ とか ら，カ テ ゴ リ
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「残存機能活用 に よるセ ル フ ケ ア能力の 向上」「障害と

うま くつ き合 っ て い ける よ うな援助」等生活障害に視

点 をお い た看護が学習され，実習日標2は達成さ れ た

と考え る．また，老年看護学に お い て
，

生命回復遅

延 ・悪化 に 大 きく影響す る事故防止の 観点は 大変重要

で あるが，安全 を考慮 した カ テ ゴ リ 「観察 ・見守る こ

と で 転倒 ・転落 を予 防す る」の 看護に つ い て も生 活障

害 に 関わ る援助 を通 し学習 された もの と考える ．

　 しか し，社会 的要 因 が 生活 に 及 ぼ す影響 に つ い て

は ，目標 1と同様に ラ ベ ル記述 は非常に少な く，学生

の 認識 は低い こ とが示唆され た．現代の学生 は
， 初 め

て 出会 う家族 へ どの ように働きか けて 良い の か イ メ
ー

ジ す る こ と も実施する こ とも困難で ある と考え る．指

導する側が，意図的 に 面会場面 に誘導す る こ とや ，カ

ン フ ァ レ ン ス などで社会的要因に つ い て情報提供 を行

う等の 関 わ りが必要 で あ る．

〈実習 日標 3に つ い て 〉

　老年看護学実習 1 は，老 人福祉 セ ン ターや デ イ サ ー

ビ ス セ ン タ
ー

実習を 1週 間行 い ，入院 ・入所 し て い る

高齢者 との イ メ
ー

ジの 違い を認識 し，高齢者の 多様性

や個別性 を学 ぶ機会 で あ る．学生 は，カ テ ゴ リ 「長寿

セ ン ター
の 役割」「地域全体で の 支えあい 」等か ら高

齢 者 にと っ て の 地域 や 福祉 の役割が理解 され て い る ．

しか し，デ イサ
ービ ス セ ン ターの送迎を通 し家族 と接

す る 機会が少 な く，また そ の 機会か ら家族の 果 た す役

割 まで 想起す る こ とは，学生 に は難 し い ．そ の場面 を

と らえて 指導す る こ とや ，経験 し た場面を活用 し
， 家

族や地域社 会が高齢者に とっ て持つ 意味を問うこ とや

討議 す る こ とが必要で あ る ．

　 カ テ ゴ リ 「自尊心 の 尊重 の 重要性」 に つ い て は，目

標 は 達成 され て い る．こ れは老人福祉セ ン ター ・デ イ

サ
ービ ス の 実習 に 限定 され た こ とで はな く，実習全般

を通 して 高齢者観や看護観 を深め 養わ れ る こ とで あ

り，目標 6の 内容 として 位 置づ け る こ とが 効果 的と考

える．

〈 実習 目標 4に つ い て 〉

　老年看護学実習 H で は，1名以．ヒの患者ま た は 入所

者を受け持ち看護過程を展開する．学生 は看護過程に

対す る認識 は高 く，カ テ ゴ リ 「情報収集 ・
ア セ ス メ ン

トを と お して そ の 人にあ っ た個別性 を考慮 した 看護」

が学習 され，老年期の個別性に つ い て も同様に学習さ

れ て い る もの と考え る．

　 F村 ら
11

は，2週 間の 老年看護学実習 の 中 で看護過

程 の 展 開を行 うこ とは，かな りの 努力を要する と報告

して い る ．K 短期 大学の 看護過程展開 で は
，

3週 間 で
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看護過程展 開を行 うため個別性を考慮 した看護が学習

され た もの と思 われ る．

　老年看護学 に おけ る 個別性 とは，人生 史や人生観 を

含め て 対象を理解 した上 で の 看護 と考え る ．し か し，

学生 の 学習 は 拙象的 で あ り，小 皿 の 看板は
，

＜個別性

〉〈 個別性 の 重視 〉等具体的な表現で はな い ．看護に お

ける 個別性と は ど の よ うな こ とを意味する の か高齢者

観と統合 し，明確 に で きるようなかかわ りが重要とな

る．

　高齢者は 精神的 ・社会的機能の変化か ら，回復へ の

意欲や牛 きる意欲の低下 に つ なが りやす い ため ，リハ

ビ リテ
ー

シ ョ ン の 意義 は大 きい ．カ テ ゴ リ 「リハ ビ リ

テ
ーシ ョ ン を継続 する こ とで ，人所者の 自信に つ なが

る」「患者様 に あ っ たケ ア の 工 夫」等，学生 は指定介

護療養型医療施設 や介護老人保健施設の キ ュ ア よ りも

ケ ア に 関 わ る 実習 を経験する こ とに よ り，高齢者に と

っ て の リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン の 意義を確認で きた もの と

考え る．

〈 実習 目標 5に つ い て 〉

　指定介護療養型 医療施設 や 介護老人保健施設他で の

実習 は ，病院実習 とは明 らか に 異な る 実習経験で あ り，

環境や 日常生活 の 違 い は学生 に とっ て は把握 しや すい ．

こ の 違 い の もつ 意味 に つ い て考えを深め る こ とが 必要

で あるが，学生 の 学びは4．6％ と最 も少なか っ た．

　老人福 祉 セ ン タ
ー
，デ イサービ ス セ ン ター，指定介

護療養型医療施設や介護老人保健施設に お い て は，医

療 ・福祉 に携わ る様 々 な職種が 高齢者に対応 し，凵常

生活援助 を行う．高齢者 の 在宅 で の 生活をサポ
ー

トす

る上 で は， こ れ ら の 職種 との 連携は必要不可欠で あ

り，今後 ます ますそ の 重要性 が 求め ら れ る ．カ テ ゴ リ

「情報 を共有 し，い ろ い ろ な職種の 人が 協力 しチ ーム

医療を行 っ て い る」「他職種 との 連携か らみ た病棟の

特徴」 「施設 にお ける看護師の役割」等か ら，介護 と

の 違 い は何 か，看護師の 役割とは何か に つ い て 自己の

考えを深 め て い る と考える．

　 しか し，ソ
ー

シ ャ ル サポ
ー

トシ ス テ ム の現状に つ い

て の 学 び にお い て は，カテ ゴ リ 「社会資源の 活用の 必

要性」の み で あ っ た，こ の こ とか ら，社会資源に 関す

る 学習が不足 して い る こ とが 示唆 さ れ た ．医療 ・保

健 ・福祉政策は目ま ぐる しく変化 して い る ．ソ ーシ ャ

ル サ ポ ー
トシ ス テ ム の 知識 と活用方法に つ い て学習 が

すすめ られるような関わ りを強化す る こ とが必要で あ

る と考える．

〈 実習 日標 6に つ い て 〉

　 ラ ベ ル は 最も多 く，22．7％ に達 した．学生 は ，高齢
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者の 特徴を理解 し，自己 の 高齢者観や看護観を構築 し

て い るもの と考えられ る．カ テ ゴ リ 「高齢者の 余暇の

過ご し方を知 り，そ の 意義と大切 さの 学び」「患者の

ペ ー
ス に 合 わせ る こ と が大切」「意欲向上 の ため の援

助」等か ら，機能の 維持 ・向上 の た め に ， 余暇時間を

活用 し，日 々 の 看護iや継続看護を展開する 中で 高齢者

の ペ
ー

ス に 合わせ ，意欲や生 きが い に結び つ くこ との

重要性 を学習で きた と 考えら れ る ．ま た
，

カ テ ゴ リ

「
一

緒 に楽しみ なが ら，患者に も楽 しん で も ら う」「高

齢者に な っ て も男性 は 男性 ， 女性は 女性」等意欲や 楽

しみ，ジェ ン ダ
ー

につ い て の 意識 が少 なか らず見 られ

た．しか し，そ の こ とが高齢者 の 生命 の 質 （QOL） と

関連す る こ と に は結び付け ら れ て い な い ，意欲や 生 き

が い と，生命の 質 （QOL ）と の 関連につ い て考えを深

め られ る よ うに 関 わ る必要 が ある ．

〈 実習目標 に 該 当 しな い 学 び に つ い て 〉

　該当しない 学び は20．8％ と多く見 ら れ
，

そ の カ テ ゴ

リは基礎看護学実習 1 ・H ，成人看護学実習 1 に該当

する 内容で あ っ た ．

　特に最 も多い カ テ ゴ リは 「コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン技術

に つ い て」で あ り，基礎看護学実習 1の 目標に該当す

る学びで あ っ た ，学生 は ，家族形態や社会の 変化か ら

高齢者や 他者 との 直接的 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 場が 減

少 して い る と考えられ る．基礎看護学実習に お い て も

コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン を難 しい と感 じ る学生 が 多い 中，

知覚機能が低下 した 高齢者や ジ ェ ネレーシ ョ ン ギ ャ ッ

プが大 きい 高齢者に対応する こ とは，よ り高度な コ ミ

ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 技術 や 話題 の 提供が 求め ら れ る．3年

次 の 学生 で あ っ て も難 しい 技術で ある こ とが示 され

た．したが っ て
，

コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 技術 に つ い て

は，実習 目標4の 看護活動 の 実践 と して 組み 人れ る必

要があ る．

　また ，成人看護学実習 1 の 目標に該当したカ テ ゴ リ

「ターミナ ル 期 の 看護の大切さ」「予後 に対する 孤独 ・

不安」につ い て は
， 成人看護学実習を経験 す る 前 で 終

末期看護の 経験が初め て で あっ た こ とや ，成人看護学

実習 を 終 ∫し て い て も終末期 の 看護に つ い て は経験 さ

れなか っ た た め と考え る．近親者の 死で さえ も経験 さ

れる こ と が少な い 学生 に とっ て は，ターミナ ル 期 の 看

護は 意味深 い 学習で あ っ た と考えられ る．

　 目標 に該当 しな い カ テ ゴ リ 「理解力に合わ せ た指導

の 大切 さ」 「レ ク リ ェ
ーシ ョ ン の 与える影響」等 も抽

出 され，学生 は実習を通 し目標以外の学びを得て い る

こ と が 示 され た．梶円 は 「人 間 が学ん で い くとい うこ

との 中に は，実は外側に現れない 部分が大きく存在す

る」
41 と述 べ て い る よ うに

， 臨地実習を通 して得る学

び は多様 な形 で あ り，そ の 意義は大 きい と考え る．

ま とめ

　 ラ ベ ル ワ
ーク を 活用 し た老年看護学実習に お け る学

びを分析 す る こ と に よ り，以 ドの結論が得られ た．

1．実習 日標 はほぼ達成 され ， 特に 目標4の看護過程 の

関す る 学習 ，目標6の 看讓i観や高齢者観 に つ い て の 学

習は深め られ て い る ．

2．学 び が不足 して い る 目標は ，目標1 ・2の 社会的側

面 の 理解や 目標 5の ソ
ーシ ャ ル サ ポー トシ ス テ ム に つ

い て で あ り，カ ン フ ァ レ ン ス や 実習 の 機会をとらえた

タイ ム リ
ー

な学習強化が必要で ある ．

3．白尊心 の 尊重 の 重要性 に つ い て学生 の 学び は 大 き

く，こ れは老 人福祉 セ ン ター ・デ イサ ービ ス の 実習に

限定された こ とで は な く， 実習全般を通 し て学習され

る こ とで あ り，日標6の 内容 と し て位置づ ける こ とが

効果的 で ある，

4．高齢 者 と の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 技術 に関す る学習

を学生 は，難 しい と感 じ なが らもそ の 学び は大 きい ．

老年看護学実習 に 目標4の 看護活動 の 実践 と し て 目標

設定す る必要が あ る ．

5．老年看護 学実習 の 目標に該当 し な い 学び や ，基礎

看護学実習 1 ・H ，成人看護学実習 工の ［標に該当す

る学び も見 られた．

お わ りに

　老年看護学実習に お い て は，身体的 ・精神的側面だ

け で は な く，広い 視野 で 高齢者をとらえ る こ とが ます

ます要求 さ れ る．講 義で得た知識を統合 し，看護実践

能力を習得する た め に臨地実習で の 学び の 意義は大 き

い ．今後 も実習 目標や指導 の あ り方を評価 し，改善 し

て い きた い ．

　今回 の 研究 の 限 界と して ，ラ ベ ル の 分析が学生個 々

の 1週 間 の 学び の 分析で あ り，1凵 10 の ラ ベ ル の 記述

や ， ま と め レ ポ ートに記載された学び と の 整合性につ

い て 今後検討 を加え る 必 要があ る．
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The　Analysis　of　the　Learning　with 　the　Use　of　Labeling　Works　in　the　Elderly　Nursing　Science

　　　　　　　　　　　　　　　Miwako 　Nagata
，
　Keiko　Morita

，
　Mituko 　Watanabe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Abstract

　　We 　analyzed 　what 　students 　had　acquired 血om 　dle　labeling　works 　in山 e　elderly 　nursing 　science 　tra
’ining，　assessed 　the

students
「
achievements 　toward 　the　o切ectives ，　and 　examined 　the　effectiveness 　of 　training　instructions．　The　results 　showed 　that

血etraining 　ohlectives 　have　been　Ilearly 　attained ，　especially ，　the　learning　related 　to　the　nursing 　process，　the　view 　of　the　elderly

and 　nursing 　science 　have　been　deepened，　On　the　contrary ，　the　understanding 　of 　social 　aspects 　and 　social 　support 　systems 　are

not　fulfilled，　which 　indicates　the 　necessity 　of　timely　improvement　of 　the　learning　through 　conference8 　and 　learning

opportunities 　relevant 　to　social 　aspects 　and 　social 　suppo 貰 systems ．　We 　also 　observed 　the　leaming　that　was 　not 　listed　on　the

o 切ectives 　of 　elderly 　nursing 　science 　training　or　those　were 　listed　on 　the　objectives 　of 　fundamental　nursing 　scjence 　VII　and
adu 】t　nursing 　science 　I．

Keywords：Label　work ，　Old　age 　nursing 　study 　practice，　Practice　target，　Prac1ice　evaluation
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